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平成 26年仁泉会定期評議員会・総会開催のご案内

日時：平成 26 年 5 月 25 日㈰午後 2時 評議員会　午後 3時 総会　午後 5時 懇親会

場所：母校　歴史資料館３階　懇親会場：母校地下食堂　高槻市大学町 2番 7号

　平成 26 年定期総会並定期評議員会を母校にて開催いたします。

　同窓生が一堂に会し、同窓会の現状を審議するのは総会のみであります。万障お繰り合わせの上、ご

出席くださいますようご案内申し上げます。同封の出欠はがき（委任状）のご返送にご協力の程お願い

申し上げます。

 大阪医科大学仁泉会理事長　河野公一
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大阪医科大学仁泉会平成 26年
評議員会および総会召集ご通知

　平成 26 年仁泉会定期総会および評議員会を下記の要領にて開催いたします。ご出欠につきましてお

手数ながら同封の総会ハガキ（兼委任状）を必ずご返送ください。尚、総会ハガキをご提出頂けない場

合は、議長に議決を一任したものとして取扱いを致しますのでご承知おき下さい。会終了後の恒例の総

懇親会も開催致します。万障お繰り合わせの上、多数ご出席下さいますようお願い申し上げます。

 理事長　河野公一

       日　　時：5月 25 日（日）　午後 2時より評議員会　午後 3時より総会

       会　　場：母校歴史資料館 3F

            高槻市大学町 2-7
            TEL：072 － 682 － 6166（仁泉会事務局）

       懇親会場：母校地下食堂

◆交通のご案内◆

　　・高槻市駅（阪急）……徒歩 5分　☆お車での来場はご遠慮下さい。

　　・高槻（JR）…………… 〃 10 分

本部キャンパス　⑫歴史資料館、㉕病院7号館

㉕病院7号館

⑫歴史資料館

阪急
 高槻市駅

正面
入口

北
門

JR側

N
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定期評議員会次第

日時：平成 26 年 5 月 25 日（日）午後 2時

場所：母校歴史資料館 3階

議案

１．評議員会運営について

２．その他

定期総会次第

日時：平成 25 年 5 月 25 日（日）午後 3時

場所：母校歴史資料館 3階

１．開会の辞

２．理事長挨拶

３．来賓挨拶

４．議長選任

５．議事録署名者選出

６．議案

　①平成 25 年度決算承認を求める件

　②その他

７．報告事項

　①平成 25 年度事業報告について

　②平成 26 年度事業計画について

　③平成 26 年度予算案について

８．その他

９．閉会の辞

懇親会

　総会終了後　母校地下食堂

平成 26年度仁泉会事業計画（案）

【公益目的事業】

１．学術振興研究援助事業

　　 学術振興及び研究発展の為に、医学会及び研

究会に対して助成を行う。

２．奨学金貸与事業

　　 良医の育成を目的とした、医学部学生に対し

て奨学金の貸与を行う。

【一般事業】

３．仁泉会本部諸事業

　１）大阪医科大学への後援

　① 母校 90 周年募金事業活動へ協力し、母校の

発展向上に寄与する。

　② 平成 26年度卒業生の内、優秀な者に対し、理

事会の議を経て、仁泉会理事長賞を授与する。

　③ 学生の諸活動への援助を行う。

　④ 母校の発展向上に寄与する為の支援・協力活

動を推進する。

　⑤ 母校執行部、教職員並びに学友会との連携を

はかる。

　⑥ 母校国家試験対策事業への援助を行う。

　２）会員の福利厚生への支援

　① 会員の動向把握を行い、会員慶弔時における

福利厚生につとめる。

　② 会員相互の親睦交流を深める為の活動支援を

行う。

　３）仁泉会組織強化に関する事業

　① 支部組織強化の為の活動への支援。

　② 会員で構成される団体への支援。

　③ 会費納入の理解協力を求め、納入率向上の為

の広報活動を行う。

　４）全国私立医大同窓会との連携

　　 　全国私立医大同窓会連絡会に参加し、私立

医科大学同窓会相互の連携と情報共有を深め

本会の発展向上を図る。

　５）広報事業

　① 機関紙「仁泉会ニュース」の定期発行（学術

機関誌としての内容充実）。

　② 電子化広報の充実拡充（仁泉会ホームページ

の更新）。

４．その他法人の目的達成に必要な事業

 以上
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学　　　窓

平成 26年度入学式

　平成 26 年度の入学宣誓式は、平成 26 年 4 月 3

日（木）午後 2時より高槻現代劇場大ホールにて

医学部医学科 110 名看護学部看護学科 88 名で行

われました。当日の挨拶などを以下に記させてい

ただきます。

学長式辞

 大阪医科大学学長　竹中　洋

　平成 26 年度大阪医科大学新入生の皆さん、ご

入学おめでとうございます。

　また、ご父兄の皆様にも心よりお慶びを申し上

げます。

　又、関西医科大学山下敏夫学長先生はじめ御列

席頂いております多くのご来賓の皆様にも厚く御

礼申し上げます。

　医学部入学生の皆さんはこれから 6年間医学の

勉学に勤しむことになります。

　医学教育は生命科学の進歩とともに凄まじい質

と量の増加を見せています。従来本学は、皆さん

方が学ばなければならないことは、自ら学んで行

く学習態度と考え自学自習の精神の涵養に務めて

来ました。残念ながら、第 107 回並びに第 108 回

医師国家試験で合格率は 90％を切り低迷してい

ます。我々教員は真摯に反省し対策を立てていま

竹中　洋学長
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すが、国試対策や教育手法に抜本的な取組みが必

要と考えています。入学生の皆さんは学則を厳守

し、履修態度に注意し、欠席することなく勉学に

励んで頂くことを強く希望致します。

　看護学部の入学生の皆さん、貴方方を迎えて平

成 26 年度、大阪医科大学看護学部は文部科学省

の管理から完全に離れ、自立を致しました。看護

学は我が国では学問として新しい分野です。しか

し、目前の超高齢社会では地域で完結する包括的

ケアにおいて、看護学の重要性は更に大きくなる

と期待をされています。教員の皆さんのご指導の

もと在校生と親しみ、大阪医科大学に新しい看護

学の伝統を築いて頂きたいと思います。

　さて、大阪医科大学は昭和 2年に、5年制の高

等医学専門学校として誕生した、西日本で最も古

い私立大学医学部であります。当時の我が国は昭

和の大恐慌で、多くの国民が、外国に職と生活の

糧を求めて移住しました。在留邦人に我が国の医

療を提供することが建学時の目的の 1つであった

と伝えられています。

　翻って我が国では新しい国力推進分野として医

療が取り上げられ、海外で医療を実践する力は、

「国際化」や「海外交流」として、医科系大学の

大きな責務と考えられています。入学生の皆さん

は、「中山国際医学医療交流センター」を通して

海外の大学と交流し見聞を広げて頂きたいと思い

ます。都市型医療系複合大学として本学はチーム

医療の原点をしっかりと見極めた教育・研究活動

を目指しています。皆さんが「医看融合教育」で

守備範囲を相互確認することは、将来にとって大

変有意義と考えています。

　最後に入学式に際して皆さんに学長としてお願

いがあります。両学部とも厳しい競争に打ち勝っ

ての入学です。しかし、皆さんの今日からの目的

は、将来医師として看護師として日本の未来を支

えて行くことに変わります。入学に安心すること

なく、慢心せず勉学に励んで下さい。本学に入学

したことに満足せず、高度医療人を育成する本学

の教育目的を理解し日々の努力を重ねて頂きたい

と思います。貴方方が選ばれた道には、予備校や

塾はありません。強い意志をもって 6年間或は 4

年間を過ごして下さい。医療職は人格の魅力に裏

付けされた職種でもあります。クラブ活動を通

して友を作り、体力を向上させ、人格を陶冶し、多く 

の好ましい人生経験を重ねて頂きたいと思います。

　之をもって平成 26 年度大阪医科大学入学生の

学長式辞と致します。

祝　辞

 一般社団法人大阪医科大学仁泉会理事長

 大阪医科大学名誉教授　河野公一

　新入生諸君、ご入学誠におめでとうございます。

また本日ご出席されています、ご両親をはじめご

家族の皆様には感慨ひとしおのことと存じます。

心からお慶び申し上げます。

　私はただいまご紹介いただきました、大阪医科

大学仁泉会理事長の河野です。この良き日に本学

同窓会を代表して一言お祝い申し上げます。

　大阪医科大学は昭和 2年（1927 年）本邦初の 5

年制医学専門学校として開学以来、医学部卒業生

は 9031 名を数えます。また今年 3月には初めて

看護学部 1期生 85 名がめでたく卒業されました。

現在、日本全国、世界各地で諸君の先輩が活躍中

です。

　本日、医学部 69 期生、看護学部 5期生のみな

さんを迎えることとなり誠におめでたく喜ばしい

ことと存じます。

　さて、新入生諸君はここで息を抜かずに勉学は

続けてください。皆さんがこれから大阪医科大学

で学ぶ医学・看護学の領域は日々目覚ましい進歩

を遂げています。短期間の詰め込み学習で習得で

きるようなものではありません。授業に出席する

だけでなく、自学自習を通じての毎日の研鑽の積

み重ねが大切です。また学生研究員となって教室

に出入りすることも視野を広げることにつながる

でしょう。

　私も本学の教授時代に多くの学生諸君と接し、 

彼らの日々成長してゆく姿に眼を見張る思いでした。 

　また、医学・医療・看護の世界の先人の書物に

眼を通し、彼らの生き方を学ぶことも大切です。

私の尊敬する恩師の 1人ロンドン大学産業医学研

究所のリチャード・シリング教授の言葉「職業病

はすべて環境要因のなせる業であり、ゆえに予防

に勝る治療はない」が私のその後の人生を決定つ
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けたといっても過言ではありません。また「白衣

の天使」ことフローレンス・ナイチンゲールは同

じくロンドン大学セント・トマス病院に 1860 年、

世界に先駆けて「人道・博愛・生の尊厳」を掲げ

て看護師養成校を創設しましたが、第 1期生はわ

ずかに 15 名でした。私は英国留学当時、彼女の

後輩たちと語り合い、その生き方に大変感銘を受

けたものです。

　次に打ち込める趣味を身に着けてください。そ

の 1つがクラブに入り活動することです。本学に

は数多くの運動クラブや文化クラブがあります。

いずれかに入り、多くの先輩、後輩を作ってくだ

さい。本学学生として視野を広く持つことが出来

るだけでなく、諸君の同級生同士の横の連携以上

に、クラブの先輩、後輩のつながりは将来にわ

たって大きな支えとなるでしょう。私自身もクラ

ブ活動で汗を流し、大切な先輩や友、また生涯の

伴侶を得ることが出来ました。

　保護者の皆様、クラブに入ったら勉学がおろそ

かになるのではとご心配されておられるのではな

いでしょうか。そんなことは絶対にありません。

ご子弟がクラブ活動をしたいといわれたら、快く

許してあげてください。

　新入生諸君は今日から、大阪医科大学学生とし

ての生活が始まります。前途は洋々と広がってい

ます。悔いのない学生生活を送り人に信頼される

立派な医師・看護師となられることを期待しつつ

お祝いの言葉とさせていただきます。

入学者氏名

赤木瞭太 赤澤　英 秋月皐佑 

秋山遼介 足立祥彦 阿部文章 

尼﨑雅也 荒木　翔 飯島　麦 

池田美幸 板垣由実 伊藤悠記 

井上鐘哲 今西涼華 上田賢一 

宇佐美福人 内田雅文 浦田恵里 

江座健一郎 大井　惇 大岩晃輔 

大植祐貴 大鹿太郎 太田紅仁香 

大谷展舗 岡本真由 荻野慎一 

奥山晃成 小嶋　茜 金谷充浩 

鹿野　燎 川上明紗美 川上晃司 

河瀬順厚 川西真明 川端悠暉 

川村深仁 河原﨑温奈 北尾善杜 

木村英富 久野勇年 久保舞花 

小畠一真 小林佑紀 後藤泰孝 

佐々木彰紀 山東正志 塩沢真理 

篠原　涼 柴田知映 清水玲央奈 

焦　圭裕 菅野　孟 鈴木優子 

曽根万里江 高橋北斗 髙山祥子 
瀧内悠平 武田悠莉子 田中美恵 

谷　陽弘 谷口洋樹 伊達京香 

千原拓也 辻　貴晶 辻田大恵 

徳重　敏 冨田将吾 外山久実佳 

堂脇真音 中野　瑛 中村優志 

中森万由子 長橋祐矢 西村直緒己 

萩原湧人 早川賀津野 平井直志 

夫　泰仁 福永晃久 福西智美 

藤岡悠介 古田俊太郎 星野弘樹 

牧野真奈 間島　映 町原功実 

松村　萌 水木満佐成 水谷早希 

三岡俊哉 宮﨑雅博 三輪一貴 

杢野美友子 森河内萌 森谷　崇 

安田果歩 安原明宏 矢野智子 

山陰　浩 山口晃弘 山下成仁 

山本茉奈 山本裕美子 祐森敦士 

湯川祥子 横田侃己 吉本隆宏 

渡辺　稔 渡　真奈武

河野公一理事長
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支部だより

関東地区懇談会報告

 仁泉会副理事長　安藤嗣彦（学 20）

　全国の医学部、医科大学における同窓会活動は

新臨床研修制度の発足と共に、都会の大病院で研

修を受ける卒業生が増え、大学との関わりも少な

くなり、必然的に母校への想い、絆が希薄となり、

同窓会活動も沈滞しているのが現状です。

　仁泉会におきましてはも関西圏における同窓会

活動は比較的活発ですが、それ以外の都道府県で

は一部を除いてあまり活動されていないのが現状

です。これら関西圏以外での同窓会支部の活性を

図る為、仁泉会では県単位支部構築の前段階とし

て、隣接する他県との合同の地区別懇談会を進め

ております。今回その第一弾として、大阪、兵庫、

京都に次ぐ会員数を抱える関東圏（東京、神奈川、

千葉、埼玉、群馬、栃木）での懇親会を開催いた

しましたので下記報告致します。尚、静岡県は関

東圏ではありますが、現在毎年支部会が行われて

いるため除外致しました。

　平成 26 年 3 月 8 日（土）東京新橋の第一ホテ

ル東京において仁泉会関東地区懇談会を開催致し

ました。当日はご多忙の中、植木實大学理事長、

竹中洋大学学長を来賓にお招きし 35 名のご参加

を頂きました。

　当日は、安藤の司会開会にてはじまり、河野公

一仁泉会理事長に挨拶を頂きました。河野理事長

は、今年も 63 期の新卒業生が 95 名誕生し、全員

会員となり新たな仲間を得たこと、本日の会を契

機に関東在住会員との情報交換を密にしていきた

いことを述べられました。次いで植木實大学理事

長にご挨拶を頂き、スライドを使って大学の経営、

特に財政と組織改革へのご努力とその成果のご報

告を頂きました。また、中央手術棟の建設計画、

新病院建設の構想をお聞きしました。続いて竹中

河野公一理事長
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洋学長にもご挨拶を頂きました。竹中学長はこの

中で、看護学部の 1期生が卒業し、看護学部が完

成したこと、高槻のキャンパスに多くの看護学部

の学生が入学することになり、学風も良い方向に

変わってきていることや国家試験の合格率向上に

向け、全国初の試みとなる電子版の医科教科書の

導入を進めているとのご報告がございました。

　その後、波多野元久先生に乾杯のご発声を頂き、

懇親会がはじまりました。当日の席順はくじ引き

で行い、先輩後輩が同じテーブルにつき親交を暖

められました。出席者のご挨拶では、同じ地域で

開業されていることも知らなかったというお話も

あり、改めて定期的な懇談会の開催の重要性を感

じました。そこで、本部理事会としてはこれを契

機に従来の関東の各県支部に限定せず関東圏一円

の同窓生の組織を発足して頂きたいと提案し、出

席者全員の同意を得て、次回の開催に向け、暫定

的に日本大学医学部脳神経外科教授の酒谷薫先

生に幹事をお願いし、当日の会費と賛助金を準

備金として贈呈致しました。その後、大学紹介

のDVDの上映を行い、話題もつきない中、全員

で学歌を斉唱し、内田實副理事長の閉会のあいさ

つを中締めとして盛会裏のうちに終了致しました。

今回、残念ながら参加出来なかった先生は来年是

非ご参加下さい。

　また、関東に限らず、支部会やクラス会の開催

植木　實理事長 竹中　洋学長
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のお手伝いをさせて頂きますので支部長、幹事の

先生は事務局までお気軽にご依頼下さい。

出席者（期別敬称略）

植木　實　大阪医科大学理事長

竹中　洋　大阪医科大学学長

学 3　酒井忠男、波多野元久、学 8　岡　賢了、

学 10　横山拓也、学 12　吉岡達夫、学 15 丸茂    

仁、真鍋　勉、学 16　野村和子、学 19　高田敏

昭、学 20　新妻　忠、学 21　石田秀夫、岸田修

二、古屋紳子、学 23　井上正勝、須磨久善、学

24　橘田輝雄、原澤信雄、平川　賢、矢倉道

泰、学 25　合阪幸三、上田幸夫、学 26　會田庄

造、学 28　梶山加代子、武田京子、学 30　酒谷   

薫、学 31　高崎智彦、学 37　井利雅信、岡崎貴

裕、学 38　永井　章、学 42　佐藤英一、学 43   

宮﨑眞和、宮﨑貞恵、湯田　淳、学 45　榎本    

豊、学 48　小池雄太

［本部役員］

学 21　河野公一理事長、学 12　内田實副理事長、

学 20　安藤嗣彦、学 12　佐藤公彦常任理事

大阪医大女医会のご案内

　寒さ厳しい毎日ですが、大阪医大女医会の先生方におかれましては、ご健勝のこととお慶び

申し上げます。さて、このたび平成 26 年度の例会を下記の通り開催いたします。ご多忙な時

期とは存じますが是非多くの先生方のご参加をお待ちしております。これまで参加出来なかっ

た先生も楽しい会ですのでお気軽にご参加下さい。

記

日時　平成 26 年 6 月 28 日（土）　午後 6時 30 分

場所　ホテルグランヴィア大阪　20 階　「名庭の間」　TEL 06（6344）1235

　　　（会場変更しました。）

会費　20,000 円前後になる予定です。

平成 26 年 4 月 30 日 担当幹事　第 21 期　阪口昌子

 青山文代

 問い合わせは 阪口 まで 　　

準備金を酒谷薫先生へ贈呈
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仁泉会阿倍野支部総会と懇親会の報告

　平成 26 年 3 月 15 日（土）、シェラトン都ホテ

ル大阪『伊勢の間』で仁泉会阿倍野支部総会と懇

親会を開催しました。阿倍野支部は、ここ 10 数

年の間、休眠状態でしたが、久しぶりの呼びかけ

に 19 人の同窓の先生方が参加してくださいまし

た。当日は総会、大阪鉄道病院の先生方からの病

院紹介、懇親会と進行しました。

　総会は、まず始めに、元大阪医大仁泉会理事長   

藤本正三先生が挨拶に立たれ、「長年、お膝元の

阿倍野区で総会が開かれず、気になっていたが、

10 数年ぶりに開催されて、とても喜ばしいこと

である。今後は若い先生方にも入会を勧めていた

だき、同窓の輪を広げていっていただきたい。」

と、述べられました。

　次に、支部長選出がおこなわれ、私、福本敏子

（学 24）が、次期支部長に選出されました。伊賀

千洋先生（学 29）に会計担当として就任してい

ただき、阿倍野支部をお世話していく事になりま

した。次年度の会務として、年に 1回の総会を開

催する事になり、時期としては秋ごろに開催する

予定となりました。

　記念撮影の後、同窓の大阪鉄道病院の３部長か

ら、病院紹介をしていただきました。まず、婦人

科の前田隆義先生（学 27）は、「現在、婦人科の

みで、主に不妊治療や先端医療部門に力を入れて

います。」と、述べられました。次に循環器内科

の成山　仁先生（学 39）は「大阪鉄道病院とし

ては救急を受けていないが、開業医の夜診帯であ

れば、医員がまだ残っているので、いつでも電話

をくださったら結構です。」と開業医にとっては

心強いお言葉をいただけました。最後に精神科の

江村成就先生（学 39）が挨拶に立たれ「認知症

や睡眠障害また、種々の精神疾患に対しチーム医

療を行っています。」と挨拶されました。

　懇親会はシェラトン都ホテルご自慢の和様折衷

メニューを楽しんでいただきました。各先生から

近況や自己紹介をお話しいただきましたが、近く

にいながら同窓とは知らなかった先生方も多く、

今回の懇親会で大いに懇親を深める事ができまし

た。今後も大阪鉄道病院との病診連携を図りなが

ら、伝統ある大阪医大の絆を守っていきたいと思

います。
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参加者： 藤本正三（学 2）　文殊敏郎（学 11）　  

新宅敬夫（学 23）　福本敏子（学 24）　  

前田隆義（学 27）　伊賀千洋（学 29）　  

横田博志（学 30）　岡　茂樹（学 35）　  

岡　民子（学 38）　熊谷広治（学 38）　  

江村成就（学 39）　成山　仁（学 39）　  

湊　恵美（学 41）　坂井昌弘（学 43）　  

二村吉継（学 49）　宮本裕之（学 51）　  

永田大樹（学 53）　中矢絵里（学 55）　  

西田祐介（学 59）　（敬称略）

 （文責　福本敏子　学 24 期）

数

 ぽん太（学 31 期）

会員の諸先生のご投稿を 

お待ちします

○ 会員の声・・・母校、仁泉会に対するご希

望、ご意見をお聞かせください。

○ 各教室の紹介、大阪医科大学生の各クラブ

現況、紹介

○ 随想、文芸、各地における会員のご活躍の

ニュースなど

• ご連絡により原稿をお送りしますが、葉書

１枚、便箋１枚でも結構です。

• 写真（どんなものでも可）があればお願い

します。

• パソコンをご使用の場合は、フロッピィを

お送りいただくか、メールでお送り下さい。

送り先：事務局　編集係

メールアドレス：jimu@jinsenkai.net

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



｜ 12 ｜

大阪医科大学仁泉会ニュース　平成 26 年 4 月 30 日発行 第 45巻第 4号　

平成 26年　仁泉会高知県支部 
総会及び新年会報告

　いつものように始まっていた。そっと襖を明け

忍び込むように入ると部屋の反対側の隅に一人の

女性しとやかに佇んでいた。記憶をたぐり寄せる

…。総会も終盤、今橋先生の米寿を祝っているら

しい。黄金色のちゃんちゃんこと烏帽子を着せら

れた先生にかの女性が花束を贈呈した。アッ武田

先生だ！聖路加病院勤務のはずだが、久々で懐か

しい。それにしても今橋先生、お若い。高知県仁

泉会の要としてこれからもずっと私たちを導いて

下さることでしょう。残念な報告もあります。昨

年、米寿のお祝いをした武山良忠先生が昨年暮れ

に急死、田攸順慧先生もお亡くなりになられたと

のこと。ご高齢とはいえ一年に一回お目にかかる

ことを楽しみにしていましたのに残念です。ご冥

福をお祈りします。

　総会は濱脇支部長の「産婦人科医がいなくな

る！！」という恒例となった嘆きで始まっていた。

先生の熱き思いはみんな心に受け止めています。

高知の、いやいや地方の医療現場の体力のなさを

なんとかならんかと思うも…今日は新年会だ。そ

れはそれ、これはこれとして、まずは乾杯！いつ

もの高知らしい宴をみんなで楽しもう。

　さて、顔ぶれを眺める。40人の会員の内、だいた

いいつも20人前後が集まるのだが、それもほぼお馴

染みのメンバーで先輩後輩の関係というより、高知県

支部家のおんちゃん、おばちゃんである。

　「直ちゃん、早う早う。座る前に会費払って」

と近森先生のなんとお優しいこと。その近森先生

と土居（秀）先生は己が癌のステージの悪性度

をこちらの心配をよそに競い合う。なんてこと

だ。勿論、生還されバリバリとお仕事をされてい



｜ 13 ｜

大阪医科大学仁泉会ニュース　平成 26 年 4 月 30 日発行 第 45巻第 4号　

る。澤田先生、山脇先生は静かに、でも気持ち良

さそうにお酒を飲んでいらっしゃる。武井先生、

「わしは去年、米寿祝うてもろうてない！」「先生、

肺炎で去年は欠席やったろう。ちゃんと祝うちゅ

うき」「そうやったかのう。スマンスマン」。武井

節全開である。吉田照雄先生、初めまして。関西

のタフガイ。大阪からどういう経緯で高知の病院

勤務になったのか宴会の熱気で忘れてしまった。

宴もたけなわ、あちこちでお銚子と杯を持って盛

り上がる。その中でも際立っての大声、だみ声が

聞こえる。前田先生だ。そのバリトンにやられて

クリニック地球 33 番地は押すな押すなの患者さ

んで一杯。欠席の高島先生に勝るとも劣らない万

年青年が刈谷先生。今年もやっぱり真面目でした。

一年に一回では先生を籠絡できん。三宅先生は一

人でつっこみとぼけを演じている。川田先生は不

眠症での講演会で大忙し。でも、先生の専門は精

神科、故に不眠症で有名になったことへのジレン

マをお持ちのよう。

　昨年も書いたように高知県支部会員も高齢で平

均年齢は六十七・八じゃないかしら。高知から大

阪医大に進学する学生の減少でいかんともし難い

が、その中で近森病院が研修生や形成外科（今回

出席は学 45 の杉田直哉先生）の医師を大阪医大

から受け入れてくださっていることはなんとも有

り難い。

　ほとんどが老人手帳持参（私も今年から仲間

入り）、後期高齢者の老々男女の宴会は延々と続

く。飲んで食べてしゃべって。この会は本当に気

が置けなくて楽しい。いつまでも続けと思う。一

人、ニコニコとワインをお口にしているけど、ら

しくない先生がおられた。奥村先生お元気になっ

て！とても弱って見えるけど来年は奥村節を炸裂

ね。高齢化が進んでも高知県仁泉会支部は永遠で

す。来年こそ誰一人欠けることなく新年会を祝え

ることを願ってやみません。

　最後に来年度から幹事と監事が変わります。幹

事は近森先生から枝重先生に、監事は枝重先生か

ら川田先生です。近森先生、永らく幹事お疲れさ

までした。これからも少し若返った高知県支部を

よろしくお願いします。報告は学 24 の市原でし

た。

日　時： 平成 26 年 1 月 25 日（土）　午後 6 時半

開催

場　所：鶴巴良

出席者：

澤田　久（19 期）　今橋経任（学 3）

武井廉平（学 3）　山脇忠昭（学 6）

奥村悦之（学 11）　濱脇弘輝（学 11）

吉田照雄（学 19）　近森正幸（学 21）

刈谷隆明（学 22）　土居秀策（学 22）

三宅ヨシユキ（学 23）

市原直子（学 24）　疋田隆雄（学 24）

枝重恭一（学 26）　武田京子（学 28）

前田　隆（学 30）　川田誠一（学 34）

杉田直哉（学 45）

 出席者　18 名（敬称略）

仁泉会年会費　納入のお願い

年会費 平成 26 年度 10,000 円

    平成 25 年度 10,000 円

    平成 24 年度 10,000 円

納入のご協力をよろしくお願いいたします。

 事務局　会計係
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リレーエッセイ

竹のこ

 常任理事　大藪　博（学 22 期）

　春（3月～ 4月）になると「竹のこ」のシーズ

ンが始まる。

　私の家は、京都市の西の端、西京区大枝にある。

大枝は春は「竹のこ」、秋は「富有柿」の産地で

ある。我が家にも竹やぶが 2か所ある。昔は柿畑

もあったが、道路（9号線）の建設にかかりなく

なった。

　竹やぶは、父親の時代は管理をたのむ農家があ

り、世話をしなくてもよかったが、その世話をす

る人も亡くなり、しばらく放置していた。その間、

竹やぶは新しい竹、枯れて倒れた竹がうっそうと

密集し、中に入ることもできない状況となってい

た。業者にたのみ竹を整理してもらい、やっと竹

やぶに入れるようになった。

　今後は、竹になる前の「竹のこ」のうちに整理

した方が良いと農家の従兄の助言で、50 歳にな

り初めて「竹のこ」を掘ることになった。

　「掘り」という京都独特の道具を借り、使い方

の指導と「竹のこ」が地下茎から出ている状態の

教えをうけた。

　それから 15 年余り、毎年春になると「竹のこ」

を掘っている。しかし、農家のように毎日竹やぶ

へ行くことができないため、1週間も放置してい

ると、至る所に「竹のこ」が出ている時もあり、

圧倒される。

　これからも私の元気な間は自然からの季節の贈

り物「竹のこ」を掘り続けていくつもりだが、子

供たちにも続けてほしいと願っている。

仁 泉 ひ ろ ば

本学の手術件数（2014 年度版）

 学 4 期　西村　保

　同様のテーマの 2013 年度版は本誌第 44 巻第 5

号に掲載されたが、今春 2014 年版が発刊された

ので主な手術件数を抜粋した。（　　）内の数字

は手術件数である。

　脳腫瘍手術　全国ベスト 40 病院中 30 位（108）

である。1位は虎の門病院（478）2 位は東京女子

医大病院（324）3 位は脳神経疾患研究所総合南

東北病院（245）である。近畿ベスト 30 病院中 7

位である。1位は富永病院（220）2 位は京都大学

病院（158）3 位は神戸大学病院（144）である。

　頭頚部がん手術　全国ベスト 40 病院中 32 位

（104）である。1位はがん研有明病院（507）2 位

は国立がん研究センター東病院（370）3 位は愛

知県がんセンター中央病院（268）である。近畿

のデータは記載されていない。

　心臓手術　全国ベスト 40 病院中 26 位（324）

である。1位は榊原記念病院（1310）2 位は国立

循環器病センター（769）3 位は埼玉医大国際医
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療センター（612）である。近畿ベスト 30 病院中

7 位である。1位は国立循環器病センター（769）

2 位は岸和田徳洲会病院（511）3 位は大阪大学病

院（402）である。

　胃がん手術　全国ベスト 40 病院中 13 位（188）

である。1位はがん研有明病院（502）2 位は国立

がんセンター中央病院（376）3 位は県立静岡が

んセンター（286）である。近畿ベスト 30 病院中

2 位である。1位は兵庫県立がんセンター（206）

3 位は府立成人病センター（163）である。

　大腸がん手術　全国ベスト 40 病院中 3 位

（140）である。1 位はがん研有明病院（602）2

位は県立静岡がんセンター（493）である。近畿

ベスト 30 病院中では堂々の首位である。2位は

大阪赤十字病院（228）3 位は岸和田徳洲会病院

（223）である。

　子宮・卵巣がん手術　全国ベスト 40 病院中 7

位（140）である。1 位はがん研有明病院（293）

2、3 位は同列で京都大学病院、兵庫県立がんセ

ンター（182）である。近畿ベスト 30 病院中 3位

である。1、2 位は同列で京都大学病院、兵庫県

立がんセンター（182）である。

　前立腺がん手術　全国ベスト 40 病院中 13 位

（110）である。1 位は東京医大病院（313）2 位

は熊本中央病院（194）3 位は千葉県立がんセン

ター（182）である。近畿ベスト 30 病院中 3位で

ある。1位は関西医大枚方病院（123）2 位は天理

よろず相談所病院（118）である。

　膀胱がん手術　全国ベスト 40 病院中 2 位

（293）である。1位は県立がんセンター新潟病院

（354）3 位は旭中央病院（287）である。近畿の

データは記載されていない。

　腎がん手術　全国ベスト 40 病院中 38 位（49）

である。1 位は東京女子医大病院（256）2 位は

東京医科歯科大学病院（92）3 位は杏林大学病院

（92）である。近畿のデータは記載されていない。

　乳がん手術　全国ベスト 40 病院には入ってい

ない。近畿ベスト 30 病院中 14 位（187）である。

　肺がん手術　全国ベスト 40 病院には入ってい

ない。近畿ベスト 30 病院中 19 位（94）である。

　食道がん手術　全国ベスト 40 病院には入って

いない。近畿ベスト 30 病院中 10 位（28）である。

　肝・胆・膵手術　全国ベスト 40 病院には入っ

ていない。近畿ベスト 30 病院中 17 位（98）であ

る。

　甲状腺がん手術　全国ベスト 40 病院には入っ

ていない。近畿のデータは記載されていない。

　網膜硝子体手術　全国ベスト 40 病院には入っ

ていない。近畿ベスト 30 病院中 9位（406）であ

る。

　鼓膜形成術　全国ベスト 40 病院中 34 位（95）

である。近畿ベスト 30 病院中 10 位である。

　以上を通覧すると、昨年と同様に本学は、胃腸

科、婦人科、泌尿器科の手術は昨年と同様に全国

的で誇るに足る。そして昨年は全国ベスト 40 病

院に入っていなかった脳腫瘍手術、頭頚部手術、

心臓手術が今年は全国ベスト 40 病院に入ったの

は喜ばしい事である。反面、乳がん、肺がん、食

道がん、肝・胆・膵がん等の手術はイマイチと云

える。一層の奮起を望みたい。

　前にも書いたが手術件数の多い病院が所謂エエ

病院と云うわけではないが、手術件数が多い病院

は設備もスタッフも揃っているわけであり、いざ

自分が手術しなければならなくなった場合、やは

り手術件数の多い病院を選びたいのが人情であろ

う。最近は患者さんもインターネットでよく調べ

ているようである。
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本 部 だ よ り

会　員　訃　報

　次の会員が亡くなられました。謹んでご冥福を

お祈り致します。

 事務局編集係

高医 6期　島田甚晴先生

　平成 26 年 2 月 28 日誤嚥性肺炎の為ご逝去（98

歳）。昭和 12 年卒。

　同年 9 月応召により軍務につかれました。昭

和 18 年 5 月復員後大阪鉄道病院での内科医とし

ての勤務を経て、昭和 27 年 6 月に大阪市浪速区

にて、また昭和 41 年 10 月には天王寺区にて島田

医院を開設されました。平成 13 年 3 月に医院を

評議員・支部長交代

　〔学 23 期評議員〕

　　前評議員　木下光雄先生

　　　　　　　　　 ↓

　　新評議員　竹中　洋先生

　〔愛知県支部長〕

　　前支部長　神谷鋓彦先生（学 14 期）

　　　　　　　　　 ↓

　　新支部長　石垣　宏先生（学 16 期）

　〔茨木市支部長〕

　　前支部長　藤井恒二先生（学 21 期）

　　　　　　　　　 ↓

　　新支部長　中島周三先生（学 32 期）

　〔泉大津市支部長〕

　　前支部長　楯　憲一郎先生（学 23 期）

　　　　　　　　　 ↓

　　新支部長　中　　透先生（学 25 期）

ご長男に継承された後も勤務医としてクリニック

を支え、50年余のながきに亘り地域医療に貢献され 

ました。歩くことがお好きで、ボーイスカウトや

保険医協会の歴史を歩く会などの活動を 90 歳に

なられるまでお続けなっておられたとのことです。

　ご遺族　長男　恭光様（学 30 期）

高医 14期　守屋政春先生

　平成 26 年 1 月 27 日老衰の為ご逝去（93 歳）。

昭和 19 年卒。

　昭和 24 年 4 月に岐阜市にて外科・内科医院を

ご開業になりました。平成 15 年 7 月にご長男に

医院を継承された後も勤務医として地域医療に携

わってこられました。

　ご遺族　長男　斗人様

高医 16期　渡邉義賢先生

　平成 26 年 1 月 16 日慢性腎不全の為ご逝去（91

歳）。昭和 22 年卒。

　卒業後神戸医科大学産婦人科教室へ入局されま

した。その後神戸市兵庫区にて渡辺産婦人科医院

を開設なさり、地域医療に尽力されました。

　ご遺族　長男　義晴様

高医 16期　杉浦孝正先生

　平成 26 年 3 月 7 日老衰の為ご逝去（92 歳）。

昭和 22 年卒。

　昭和 35 年に愛知県蒲郡市にて産婦人科を開業

されました。平成 5年にはクリニックの理事にご

就任になり、地域医療を支えてこられました。

　ご遺族　長男　正彦様

高医 17期　飯岡晃雄先生

　平成 25 年 8 月 18 日急性心不全の為ご逝去（89

歳）。昭和 23 年卒。

　卒業後奈良県立医科大学附属病院第 1外科に入

局されました。昭和 28 年に奈良県吉野郡大塔村

（現在五條市）にて外科・内科医院をご開業にな

り、昭和 40 年に転居先の北葛城郡王寺村にて飯

岡医院を開設されました。平成 5年にご長男に診

療を引き継がれ、その後はゴルフ、囲碁、畑仕事

などを楽しむ悠々自適の生活を送っておられたと

のことです。
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　ご遺族　妻　益子様

高医 20期　宮里　昻先生

　平成 25 年 12 月 27 日肺炎の為ご逝去（85 歳）。

昭和 26 年卒。

　山口大学医学部助教授（病理学）、近畿大学医

学部教授（寄生虫学）、近畿大学名誉教授として教

育・指導にあたられました。また重症心身障害児

施設枚方療育園では理事をお務めになられました。

変形性頚椎症の為独歩困難になられ、平成 22 年

に頚椎手術をされました。加齢のせいもあり車椅

子生活にはなられましたが、比較的お元気で生活

を送られていました。昨年秋に入院されましたが、

ご本人のたっての希望で退院され、在宅 10 日余

りでのご逝去だったとのことです。

　ご遺族　妻　　孝子様

　　　　　長男　裕典様

学部 8期　木村篤文先生

　平成 26 年 1 月 8 日肺がんの為ご逝去（85 歳）。

昭和 34 年卒。

　昭和 35 年に母校産婦人科教室に入局され、昭

和 44 年に学位を受領されました。昭和 48 年 12

月に高槻市にてご開業になり、平成 25 年 6 月閉

院されるまでの 40 年間地域医療に貢献されまし

た。「昨年 1月医大で肺がんの疑いとの診断を受

けましたが特に治療は受けず自宅療養を続けて居

りました。年末体調を崩し日赤緩和病棟に入り、

20 日足らずの入院で苦しみ、痛みもなく静かに

息を引き取りました。」との奥様のお言葉です。

　ご遺族　妻　明子様

学部 9期　安部恒明先生

　平成 26 年 3 月 1 日敗血症の為ご逝去（79 歳）。

昭和 35 年卒。

　昭和 40 年に大学院修了、学位を受領され助手

となられました。その後高知県に戻られ、西内病

院、安部病院、谷病院、香長中央病院にて産婦人

科・内科医としてご勤務になりました。「12 年前

より糖尿病を発した後、脳梗塞下肢切断など次々

に病を得て手術後リハビリしつつ、内科医・夜間

当直医としてがんばっておりました。2年前より

自宅で療養していましたが、半年余り前より入院

生活を送っておりました。」との奥様のお言葉で

す。

　ご遺族　長男　恒一様

　　　　　　妻　　澄様

学部 10期　鎌田達雄先生

　平成 25 年 10 月 23 日大腸癌の為ご逝去（79

歳）。昭和 36 年卒。

　卒業後母校第 2内科に入局されました。枚方市

民病院、生駒総合病院にて消化器内科医として勤

務された後、昭和 57 年 4 月より京都市にて内科

医院をご開業になり、平成 25 年 7 月までの 30 余

年にわたり地域医療に携わられました。

　ご遺族　妻　　益子様

　　　　　長女　恵美子様（学 54 期）

学部 14期　永井克彦先生

　平成 25 年 12 月 28 日胃がんの為ご逝去（76

歳）。昭和 40 年卒。

　愛知県伊予市にて光風会永井病院をご開設にな

り、外科医としてまた理事長として、昨年 10 月

に入院なさるまで現役を通し地域医療を支えられ

ました。

　ご遺族　妻　洵子様

学部 16期　長久雅博先生

　平成 26 年 1 月 24 日悪性腫瘍の為ご逝去（71

歳）。昭和 42 年卒。

　昭和 54 年に姫路市にて長久病院をご開設にな

り、脳神経外科医として、院長として地域医療に

尽力されました。

　ご遺族　長男　公彦様

学部 23期　大田黒義郎先生

　平成 26 年 2 月 3 日肺水腫（急性心不全）の為

ご逝去（67 歳）。昭和 49 年卒。

　北摂病院、兵庫病院での内科・小児科医として

の勤務を経て、昭和 54 年西宮市にて大田黒医院

をご開業になり、漢方治療を取り入れた診療を行

なってこられました。昭和 59 年西宮市医師会理

事、平成 12 年副会長、平成 22 年監事。昭和 61

年兵庫県医師会代議員を歴任されました。

　ご遺族　妻　和子様
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編 集 後 記

　すでにお気づきのことと思いますが、本号より、

仁泉会ニュースをA4版にいたしました。版が大

きくなったことで、より読みやすくなったものと

思っておりますが、なにより投稿していただいた

写真を大きく掲載することができます。集合写真

でも、お顔が今までよりわかりやすくなったので

はないでしょうか。

　4月は年度始まりであり、母校の入学式のもよ

うなど、この時期ならではの記事も掲載しており

ます。また、関東地区仁泉会再構築の新しい動き

もあります。このようなタイムリーな情報も発信

してゆきます。もちろん、同窓会、支部会の記事

も今までとおりですので、ぜひ編集係までお寄せ

ください。

　版は大きくなったが、内容は一向に変わらない

ではないかとのご指摘をいただかないよう、さら

に記事、内容の充実を目指してまいりますので、

今後ともよろしくお願い申し上げます。

 （治）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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